
- 9 -

 【地域との交流】
■ 地域との交流を深めるために活動や協力を行なっている店舗数と割合

■ 地域との交流を深めるために現在行っている活動や協力（複数回答：店舗数）

■ 地域との交流を深めるために現在行っている活動や協力（複数回答：店舗数）
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■ 社会環境の変化に対応して、御用聞きや配達を実施している店舗数と割合

■ 御用聞きや配達を実施するなかで緊急事態に遭遇し特別な対応を実施した店舗数と割合

■ この一年間に体験学習を受け入れた店舗（複数回答）

■ 体験学習を通じて子どもたちに教えたこと（複数回答）

■ 体験学習を受け入れることについての不安（複数回答）
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【防災関連】

■ 地震・台風（風水害）・積雪などが発生した際に、何らかの支援をした店舗数と割合

■ 支援した内容（複数回答：店舗数）

■ 支援した内容（複数回答：店舗数）
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6.加盟店からのお願い（アンケートより）

本活動において、コンビニエンスストア各社は
チェーンの垣根を超えて、社会的責任を

果たすために連携して参ります

活動へのご理解と、益々のご協力をお願い致します

店舗では法令に沿って年齢確認に努めていますが
接客時に「暴行(人身・器物損壊)」などの
悪質なトラブルも発生しています。

購入者が身分証明書を提示するなどの
法的な制度化などをご検討いただきたいと
考えています。

「神奈川県青少年喫煙飲酒防止条例」より抜粋

第６条（県民の責務) 県民は、青少年が喫煙及び飲酒をしないようその善導に
努めるとともに県が実施する青少年の喫煙及び飲酒の防止に関する施策に
協力するよう努めなければならない。

県民の皆様へ
販売店等で年齢確認のための証明書の提示を求められた場合には
証明書等（運転免許証、学生証、健康保険証など）を提示するよう御協力を
お願いします。（条例第６条）

「和歌山県未成年者喫煙防止条例」より抜粋

第9条(購入希望者の年齢確認)
販売業者は、たばこを購入しようとする者(以下「購入希望者」という。)が

成年に達していることが明らかである場合を除き、その者の年齢を確認するために
必要な書類で規則で定めるものの提示を求め、その者の年齢を確認しなければならない。

購入希望者は、前項の規定により年齢確認に必要な書類の提示を求められたときは
販売業者に対し、当該書類を提示しなければならない。
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